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１．事業概要

調査業務内容 事業計画の策定、対象地域における現状調査、廃棄物のサンプリン

グ調査、現地政府・企業等との連携構築、事業性の評価等

支援対象経費 ○人件費、業務費 ×工事費

支援額 上限900万円/件（税込み）

採択予定件数 ４件/年

公募時期 令和6年４月19日～同年11月29日

選定・統括
事業者

事業実施者
（採択された事業者）

中間報告、最終報告
事業報告書の提出
フォローアップアンケート回答

＜対象事業＞

●廃棄物等の収集・運搬 ●中間処理 ●リサイクル ●最終処分 等

請負 委託 報告書は公表

◼ 海外での廃棄物処理、リサイクル設備等導入にかかる実現可能性調査
（Feasibility Study; FS）を一定額まで支援

我が国循環産業の海外展開事業化促進業務
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25th October 2022 

 

 

 

To whom it may concern: 

 

The Ministry of the Environment Japan (MOEJ) is promoting the dissemination of technologies on sound 

waste management and 3Rs (Reduce, Reuse, Recycle) to contribute to a global transition to circular 

economy. 

 

In your country, MOEJ supports a feasibility study on a waste management project which will be 

implemented by the following companies for Fiscal Year 2022 (up until March 2023): 

 

➢ Name of the company which is leading the project: 

Mikuniya Corporation 

 

➢ Name of company and organization which collaborate and cooperate in conducting the 

project: 
Cemex Costa Rica S.A. 

Florida Ice and Farm Company 

Multiservisios Ecologies, Multigegocious Sol Naciente 

Toyota Tsusho Costa Rica    

 

 

➢ Project Name: 
Establishing Resource Recycling Waste Treatment System by introducing Organic Waste Volume  

Reduction Technology in San Jose City etc. 

 

 

Please find attached the overview of the proposed project. 

 

Your kind support for the project above would be most highly appreciated. 

 

Thank you very much for your cooperation and assistance. 

 

 

Yours sincerely, 

 

 

 

 
Satoshi Yoshida 

Director 

Office for Promotion of Sound Material-Cycle Society 

Environmental Regeneration and Material Cycles Bureau 

Ministry of the Environment, Japan 

◼環境省名義の

サポートレターも発行可能
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１．事業概要

◼ 海外において廃棄物等の収集・運搬、中間処理、リサイクル、最終処分に関
わるサービスの提供、施設の建設等を行うもので、かつ直接エネルギー起源CO2
が削減される事業（廃棄物発電、有機廃棄物のメタン発酵、廃棄物の燃料化等）
について、実現可能性調査（Feasibility Study; FS）を支援。
※JCM締結国を最優先で採択。

支援対象経費 ○人件費、業務費 ×工事費

補助率 大企業 1/2、中小企業 2/3以内。

採択予定件数 採択案件の補助金額が予算上限（5,200万円）に達するまで

公募時期 令和6年４月19日～同年11月29日

補助事業者
間接補助実施者

（採択された事業者）

中間報告、最終報告
事業報告書の提出
フォローアップアンケート回答

補助 間接補助

報告書の
公表はなし

資源循環分野の脱炭素化促進事業
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２．採択事業について

事業者 事業名 対象国

JX金属株式会社
ハノイ市またはホーチミン市でのE-waste適正処理と日本での
金属類再資源化検討事業

ベトナム

興栄商事株式会社
バンコク都及びチョンブリー圏における電気・電子機器廃棄物の
ITAD及びリサイクル事業

タイ

株式会社
アースクリエイティブ

バリ州における廃食油の再生エネルギー化（バイオディーゼル燃
料化）事業

インドネシア

DOWAエコシステム
株式会社

ジャカルタ近郊における廃プラスチック資源循環事業 インドネシア

※詳細は廃棄物・３R研究財団のHPからも閲覧可能
https://www.jwrf.or.jp/individual/af21933f5df65fe5a9a7fd24581a35ddbcd744f7.pdf

我が国循環産業の海外展開事業化促進業務（R5）

https://www.jwrf.or.jp/individual/af21933f5df65fe5a9a7fd24581a35ddbcd744f7.pdf
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２．採択事業について

※詳細は廃棄物・３R研究財団のHPからも閲覧可能
https://www.jwrf.or.jp/individual/prj_000369.html

事業者 事業名 対象国

日立造船株式会社
コチ市における低品位廃棄物の焼却・バイオガスによる蒸
気供給事業

インド

出光興産株式会社
ジョホール州におけるパーム残渣を活用した燃料化・グリー
ンプロダクト製造事業

マレーシア

R5（2件）

資源循環分野の脱炭素化促進事業（R5）

https://www.jwrf.or.jp/individual/prj_000369.html
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３．FS終了後の事業について

②事業化の目途が立っており、

最終的な準備を進めている。

              1件, 2%

③事業化に向けて、具体的な

検討をしている。 

             8件, 17%

④事業化に向けて、引き続き調査

をしている。

             14件, 30%

⑤事業化を検討しているが、現在は具体

的な調査・検討は行っていない。 

             13件, 28%

⑥検討を中止した。

          5件, 10%

【①事業化】

6件, 13%

【検討中】

23件 , 49%

【検討中断または中止】

18件, 38%

R4年度回答
47案件

令和4年度 環境省「我が国循環産業の海外展開事業化促進業務の対象事業選定・統括業務」 より



ご清聴ありがとうございました。
皆様の申請をお待ちしております。
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